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　This　rcpor七is　ol’1　the　3　cases　of　childro1曲cirrllosis　of　the　liver　who　were　treateKI　with　the

methionine　adhn｛1’iistrati《）11，　The　fll・：・t　case　was　a　9－years－01d　boy；tllo　Seaond♪　a　5－months－01d・

g三rl；　a江d　the　third，乱9－nionths－01cl　girL　The　cli亘i甲1　feature、　of　these　three　cases　w乳s　as

follows：sligllt　anem｛a，　the　tetidency　to　haenユorrhage，　the　enlargeinent　and　ha、rdening　of　the

liv・・，孤1d　th・・ig蜘f　liv・・d・・fu・・ti・u・E・ythema　whi・h・1・P・1…d・n　th・f・ce・舳e

first　case　was　obsei’ved　with　special　interest，　「Ehe　cause　of　the　disease　of　the　firs七case　w6re

though七to　be　1）eltussi：’，　but　the　cause　of　the　disease　of　the〔｝ther，2caseS　is　utnkロown．　The　2

0f　the　above　eases　to　wllom　m頭thionine　was　administered　showed　good　effects　temΨorani1）r．

1．緒 言

　小児肝硬変症は比較的稀である。最近本症の治療に高蛋白食餌療法並にアミノ酸（メチオェン等）投

与療法が提唱されて，我々は難治とされてv・た本症の治癒を望み得る様にな？た。我kは最近乳児2

例及び興味ある自家中毒性発疹を伸つた年長児1例¢）小児肝硬変症を経験し，乳児2例に対してはメ

≠オニン注射療法を行つたので，その症例を報告する。　　　　、

2．丈献的考察

本症の発生頻度は小関①及び田中・染谷⑨によれ

ば，、成人小児を含めた網剖検例数中に本症を見出す頻

度は，欧米でe．031－一一〇．16％，本邦で1．7・v4、93％で，

小児のみの場合は欧米で0，024～0．003％本邦で0．03

～0．05％である。Mitchel－－Ne］son③｝ま病院牧容患者

数のO．02・－O．03％，ForbeS④は0・7％に当るという。

　本邦の小児肝硬変症の報告は、田中・染谷②が第12，

13例酷獅し：’ ｺ和2垣F力嶋⑤畷に17例を文

献より見出し附加し30例に達するといつている。命

手許の文献によると，爾后森重⑥，金堀⑦，岩本①，

猶藤⑨，大野⑩等の各々1例，二木⑩の2例，小松の

3例の10例が報告され，本報告を合せると43例と

なる。　　　　　　　　．

3・臨封＊・例

第1例上○快09才6ケ月昭和24年10月15日
入院。

　主　訴　口膳肥厚と浮腫状顔貌

　家族歴　特記すぺきものはなかつた。

　既往歴　患児は咋年7月麻顕こ罹患したが，

　生　后　イ也rこ著魍Lを識らないo

　現病正矯　n召和22逢F12月20日巳貞よりi強い曖ξ鰍あり，次

第に痙攣性iとなり，レプリーゼを伴うようになつたO

約一ケ月で次鋤こ軽1央し，翌年3ノ］宋に治癒した。其

の后風邪を引易く，同23年12月ヲト常に咳鰍が強くtliて

顔面も浮腫状となつた。約一週間位で恢復した。翌24

年9月20日頃より，軽熱，鼻汁漏出あり，咳鰍強く，

同月末日頃顔画に紅斑があらわれ，顔はむくみ，両眼は



　58－（160）

共に開けていられない様になつた。次第に食思は衰

え，倦怠を強く訴えて，本院を訪れた。

現症休格栄養共に申等度，皮腐ツル・㌧ル梢不

良。口唇を申心として両頬部に粟粒大乃至碗豆大の紅

斑力禰漫性に見られた。その一MSは湿疹様となり，顔

貌は浮腫状，口唇特に上暦は著明に肥厚していた。顔

部，前胸部に2～3個の粟粒大の紅斑を認めた・頗部

口腔粘膜に1・～2個の粘膜出血を見た・体温37°c，

脈nv・90不整（3～4回に1回結代’，心臓濁音界は左方

に梢拡大，心昔純，胸部著変なし。腹部は膨満し，上

腹部に軽度静脈怒張あり。肝は季肋下3横指迄肥大し

硬度増加，表面は顯粒状に触れた。脾は季肋下2横指

迄肥大，硬度は正常，腹水は証明されなかつたが，脛

骨稜上に軽度の浮腫が認められた。

　臨淋検査成績　血液像は赤血球数320万，血色素

tw　73％，白血球数4300，その百分率1ま好酸球8・5％，

好中性球32％ツン峨55・5％，・IWt“lbt〈　4％，　thL小板

数48万，骨髄像も正常，血沈27（1時間値、，Hijma田

㌣an　tl印－Bergh氏直接遅延反応は陽1臨高田氏反応

中等度陽性ジブロムサルフアレイソ試験陰1生痴「ツ」

反応及び「ワ」氏反応は共に陰性，尿所見はウロビリソ，

ウロビリノーゲン反応陽性，その他の諸反応は陰性

で，沈識こも病的なものはなかつた。

　経過　入院后4－r5日で，次第に食慾充進し，元

気になつた。其后偶々38°ノC前后まで発熱し，強い

咳鰍をして，顔面に浮腫を見た。2～4日で旧に復す

るが，10～14日毎に同様繰返された。　卵，肉類等蛋

肉質も制限せず，ビタミンB1，　K等を投与した。上記

め諸症状の繰返しが消失したので，肝腫，脾腫の著明

な好転は見られなかづたが入院第50日目に退院せし

めた。術本患児は退院后、凡そ一年間は元気で通学し

ていたが，翌25年12月中旬より，入院時と同様な症状

となり，昭和26年2月23EI，前記発病より凡そ3ケ年

の経過にて死亡した。

　第2例　飯○寛0　5ケ月　昭和26年6月Z3日入院

　家族歴特異な疾患は認めなかつた。

　既往歴　患児は正常分娩で，生下時体重870匁，発

育は11慎調であつたo

　主訴　右頬部の無痛性の紫赤色の腫脹

　現病歴　昭和2弓年5月17日脊湖1中央に小豆大の淡紫

の斑点が見られたが機嫌は良かつた。翌々19El斑点は

径3樹、1’：になり，不機嫌となつた。同時に両腋窩部及

び両下腿に新しく紫赤色の斑点が2－3個新くあらわ

れた。翌20日右頬部は一様に肖n次腫れ，不機嫌とな

り，授乳が困難となつた。23日右眼内背部に赤紫色の

斑があらわれ，外来を訪た。

　現症　体格，’栄養共にrl碑｝；度，顔貌蒼白で，右頗部

｝ま皮膚出血で一様に腫れ，表面は赤紫色を帯び，該部

に圧痛はなかつた。該部に相当した口腔粘膜は汚穣黒

褐色，僅の粘膜欠損を認めたが特異な口臭はなかつ

た。両膝咽部及び下腿に小豆大乃至鳩卵大の種々の大

きさの皮唐出」血があつk。平温平脈，呼吸は安静で

心肺共に著変はなかつた。腹部は平坦で，肝は季肋

下2横指で，硬度は中等度増加，脾は触れなかつた。

腹水も認られなかつた。

　臨妹検査成績　血液像は赤血球数331万，血色素

量67％，白色球数10900，その百ク｝率ぱ好酸球2％・

好中性球33％，リンパ球65％，単核球及び好塩基球

O，血小板数26万，出血時間10分，凝固時間は開始15

分，終結茄分，血液培養は陰1生であつたol’lijntt　ns

v・mde1VB・・gh．氏直接遅延反応陽性1モイレソグラ・’

ト値19，・バルト反劇噺：ホ陽1生’グ・祇邸は正

常域で，ブP－tサ・V7アレイソ試験中等劇雛塙田

反応も陽性であつた。尿検査成績｛肌て陰性であつ

た。

　経過　入院翌日血液検査の際，耳朶穿刺fLよりの出

血が醐に止らず，1・HltlLtl“i間の延長を蹴せたが爾后

新しい皮膚出」血はなかつたo食餌は母乳で、ビタミン

B、，P，　Cを与欲メチ・r　＝ソ（皮下湖・随日1cc　20

日間醐汲ぴビタミソK搬与した・皮膚出血は槌

色し，錫状態眼好となつたので・肝脾両願曙

明の変化はなかつたが退1継しめた・本蹄腿疏

の転帰は不明である。

第2例西○千○子7朔ロ㈱26撒F明相入
院。

　家族歴特記するものは認めなかつた。

既往歴正柵娩で，生下時願7°°匁，生醗育

は1順調であつたo

　主訴鼻出血
　現病歴嚇ll25年5月ユ日軽いn魏があつた。3日

夜に耳の魎に触れると不轍となり・塾醐突然

耳よ州血した。実質臓暑継1］1雌思はせる様な出血

で，タンポソした綿働・ら2～3時間后に滴咄る様

な出血であつた．翌掴朝迄続いて自然｝こ止つ’t・そ

の目は哺乳も＋分でな’も不気嫌だつた・翌7醐突

然鼻雌が始り，午后になつても」hらなかつたので本

院を訪れた。

　現症　体楕栄餌共に中等度，皮膚は軽度黄染。右膝

脳部に小指頭大の皮脚丑雌肋ミあつた・平温は噛湘

頻，整。眼球結膜軽度黄染。心悸充進，第二肺動脈音

充進肺部には譜変がなかつた。腹部は膨満し，腹水は

認められなかつた。肝は…季肋下三横指迄｝肥×，硬度は

著明に増加して，特に右葉の肥大が著しかつたo脾は

肥大を認めなかつた。

　臨枠検査成績　血液f象は赤血球数　377万，血色素

鼻：64％，自血球数15500，その百分率は好酸球2％



好中性球54％，（左方移動を示す），リソパ球41％，単

核球3％，血小板tw　15万，出血時ren・13分30秒濁…固時

間は開始3分，終結5分，1－lijmans∀an　den　Bergh氏

急速直接反応陽性，モイレングラハト値40，ブPム

サルファレイソ試験強陽性，グロス氏反応も強陽性

であつた。赤」血球抵抗試験は正常域。「ツ」反応及び

「ワ」氏反応共に陰性，赤沈18（平均値）であつたo

尿検査では，ビリルピン及びウロビリノーゲシ反応は

陽性であつたが，他に病的反応は認められなかつた。

　経過　入院申は・母乳を与え，内2回だけを2％ガラ

クトサソ加牛乳180・・を与えた。その総蛋白量t＃　1日

体重毎庇約3．59与えた。更にビタミンB1・K及び

メチオニソ2cc宛皮下注射した。次第に黄疽は消槌

し，全身状態も旧に復したので，肝肥腫の大さ，硬度

には余り変化は見られなかつたが退院せしめた。爾本

患児は同年6月28日連鎖状球菌性脳膜炎を併発したが

7月18日治癒した。退院后も入院時の如くガラクトサ

ソ加牛乳及びメチオニソ投与を続け，同年11月中旬黄

疸は全く消失し，体重も月毎に増加して，治癒を思は

せた。12月30日夕，突如襲来した頻回の嘔吐，之に引

続いて意織潤濁し，翌3項死亡した。

4．総括及考按

　こSに報告した3例はいずれも出血傾向，軽度の貧

血を示し赤沈速度は速進し，モイレソグラハト値は高

値を示した。Hijman8マan　den　Bugh氏直接反応は陽

性で，諸肝臓機能検査では，夫々差はあつたが，3例

共に機能の低下が見られた。肝臓はいずれも季肋下3

横指迄肥大し，硬度も増加していた。以上現病歴と考

え合ぜて，いずれも肝硬変症と考えた。

　本症の原囚として②⑲，先天性と思はれるものに，

ウィルソン氏病型，胎児赤芽球症或はCystic　f　ibrosi8

0f　pancreas等を伴うもの，膿管，階道の閉塞に因る

もの等がある。後天性の原因として伝染病或は寄坐虫

症（急性伝染病，梅毒，結核，マラリア，カラアザー

ル，日本住血吸虫症⑭）に続発するもの，循環障碍に

より響」血肝の長く持続した時，有毒性の種々の無機及

び有機物質（砒素，マソガソ，銅、燐，鉛，四塩化炭

素，クロXフナルム，タール，キニーネ及びアルコ　一一

ル等）の中毒があげられている。特に急性伝染病に続

発するもの，梅毒並に結核，響血肝及びアル＝・一一ル飲

料の過剰摂取時，砒索中毒等が重視されている03

例中2例の乳児は全く原因と思はれるものを証明出来

なかつた。第1例は百日咳に引続き発病し，その経過

は顔面の発疹の消腿が幾度となく繰返えされ，その都

度強い百日咳様の咳敷があらわれた。百日咳に続発し

た肝硬変症の報告は未だ見られないが，百日咳菌体内
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毒素は種々動物実験に於いて，全身臓器の充血を惹起

し，血管内皮細胞に作用して，出血し易くするとい

う。⑮臨駄症状とこれらを考え合せ，第1例は百日咳

に続発したとも考えられた。

　本症の臨休症状は多様性を示すといわれている。3

例共にその症状は本症の普通の症状の域を脱しない

が，第1例の顔面発疹は興味あるものと考えられた。

患児は顔面特に口唇を中心として頬部に亘り，禰慢性

の粟粒大乃到寸醐の紅斑が見られ，自家中毒性発疹

と診断された。（本院皮膚科の診断）。最近二木は之と

全く一致した紅斑をユ乳児に見たと報告して，その詳

細を述べている。二木⑪の例では，皮膚毛細管抵抗試

験に於て一般に抵抗の低下が認められるが，発赤の強

い部分に於て爾著明であつたという。大人の肝硬変症

では星芒状墓細管拡張としてあらわれるべきものだ

が，乳幼児の肝硬変症では，この様な上半身の紅斑と

してあらわれるのではないかと言つている。

経過は一般に小児では急性型で，予后は不良である。

田申・染谷は，短きは15目長きは2年であるという。

第1例は3ケ年で死亡，第2例は不明でt．第3例は入

院加療により治癒を期待されたが，突然肝臓性昏睡を

思はせた症状で死亡，発病来約7ケ月の経過であつ

たo

　治療として従来は操氏の報告の如く，①脂肪，蛋白

質を制限し，含水炭素を与える②高張ブドウ糖療法

③鉄剤肝臓食餌，ビタミソP，K，uの］聾，①d二血

及び利尿剤の使用，⑤Tlama氏手術による腹水の除

去等が最良とされていた。1930年頃より各種アミノ酸

の生理作用が次第に明らかになり，P｛ttekは始めて肝

硬変症セこ蛋鹸餌療法が有効なりと提n昌した・更に蛋

白質中の有効齢蹴中メチオニソとされ，その機序

は之が体内でコリソを生成し，之による燐脂質の生

成，燐脂質の肝臓内中糊旨li方の交替度促進という手順

による抗脂肝作用であるという。⑰更にビタミン複合

体はこの機序の促進を助けると謝まれている・かくし

て本症の療法に蛋白質の摂取が重視されパ藻法によ

る臨妹例に於ける良効果が漸次報告されている。⑨⑱

⑲⑳第2例はメチオニンを100宛20目間皮下注射

し第3例は母乳と共にガラクトサソ加牛乳及び卵等を

与え（1日蛋聞瓢量約3．5－－4・09体1　．hiTtE当、，約

100日に亘りメチオニソを2cc宛皮下注射しte。之に

より2例共一時全身状龍次第に好転して，体重増加も

譜明なり，黄疽も消失して一時その治癒が期待された

が，第3例は結局は死亡した。

　　　　　　　5．結　　　語

　1）5ケ月の女児，9ケ月の女児及び9才6ケ月の

男子の小児肝硬変症の’3例を報告したザ
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　2）　臨駄症状はいずれも出．血性傾向，軽度の貧血，

肝臓の肥大，硬度の増加及び機能の低下等で，本症の

通常の臨縦状の域酬なかつたが・年長児に見られ

た顔面の発疹は本症との関係1こ於て興味深かつた。

　3）原因はいずれも不明であつたが，年長児の1例

は百日咳に続発したのではないかと考えられた。

　4）転帰は2例は死亡，1例は不明であつた。

　め　メチオニソ注射療法をした2例の乳児に於いて

は良効果が認められた。

　（欄筆に際し，恩師高津教授の御懇篤なる御指導御

校閲に対して感謝を捧ぐ。）
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尿膚科領域に於けるバンサインの効果

　　　　　Effective．4Lplie：ttion　of‘‘Banthine”ill　D3rmatology．

（Brown，　C．　S．：A．　M．　A．　Areh．　of　Dermat，＆1　yph．64，431，　M1、rch，1951．）

著者は27例の皮膚疾患々者にバソサイソを使用し著効を認めた。多汗症のみならず過度の発汗によ

り増悪する皮膚症にも有効である事を証明している。

（1〕手掌，足聴，腋下等局所性の多汗を伴う交感神経系の機能異常。これ等は対照性に来る。

（2）接触性皮膚炎，水疸性発疹∫発汗異常症），及び間擦疹。これ等は何れも過度の発汗を伴い，発

　汗により増悪する皮膚症である。

投薬方法：（1）（2）の症例に対し経F｜投与。第一週は25～501n9を1日3回。漸次増量して1日200～

300：n9とする。1日量の最高は．450tngであつたoなお軟膏として貼付し，経口投与と併用すれば

単独投与より更に著効がある。副作用として口渇を訴える場合があるo

結　　果：治療後8週目の結果は次の如し。多汗症，発汗異常をi半う接触1生皮膚炎，間擦疹27例に対

し全治74％，中等度軽1央19％，僅かに効果あるもの7％にして，今后皮腐科領域に於ける使」：H

範囲も拡大されるものと信ずると述べている。

（信×皮旋1泌尿器科　　宮崎抄）


